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今月の主な内容

■望ケ丘森林公園オープン

■直撃インタビュー

“
じべつ
"つ
てどんなまち ?!

■ビザなし交流で北方四島訪間

鏑th銚1軍鮒1観拶:聾語軽撃【

7月 23日 、標津神社例大祭では各町内会の子

供みこしが、町内を練り歩きました (写真)。

8青天に恵まれ、30℃ 近くまで気温があがる猛

暑にさすがの元気な子供たちもバテ気昧。

暑さに負けるな
“
しべつっ子

"た
ちよ !



レ
オ
ー
プ
ン
し
た
同
公
園
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▲見B着らしのいしヽ
“
あずまや
"
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開
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宮

～森林浴や自然観察など

町民の憩いの場として～

耳,
)

道
が
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
と
し
て
、
平
成
二

年
度
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
た

「望
ケ
丘
森
林
公
園
」

が
完
成
。
七
月
十
四
日
に
開
園
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者

や
町
民
ら
が
参
加
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

同
公
園
は
、
ロ
マ
ン
の
あ
る
町
づ
く
り
の

一
環
と
し

て
、
市
街
地
を
緑
で
囲
む
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
構
想

翁
標

津
川
桜
づ
つ
み
」
～

「植
樹
祭
ケ
所
」
～

「同
公
園
」
を

結
ぶ
）
の
ひ
と
つ
で
、
既
存
の
望
ケ
丘
公
園
を
拡
充
整

備
し
た
も
の
で
す
。

公
園
の
総
面
積
は
、
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
の
中
に

「木
の
実
の
里
」
「池
と
桜
の
森
」
「
四
季
の
森
」
「散
策

の
森
」
な
ど
七
つ
の
森
に
分
け
て
、
自
生
し
て
い
た
樹

木
に
加
え
、　
一
万
三
千
七
百
本
を
植
樹
し
て
い
ま
す
。

樹
木
や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
自
生
地
を
縫
っ
て
整
備
さ
れ

た
約
二
千
四
百
メ
ー
ト
ル
の
遊
歩
道
の
散
策
が
英
し

め
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
な
ど
町
民
の
憩
い
の
場
と
し

て
多
く
の
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲根室管内では最も成長の良い
“
カラマツ林

"



く
木
道
の
両
側
に
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
自
生
地
が
…

苗

脚

③

③

③公園の池に記

念にと真つ赤

なコイを放流

する幼稚園児

関係者らによる

テープカット

%

0

●麹 脅

●

脅

○

※
ご
利
用
の
際
は
、
樹
木
を
傷
つ
け
た
り
、

ゴ
ミ
を
散
ら
か
す
な
ど
の
行
為
は
、
や
め

ま
し
ょ
う
。

公
園
の
樹
種

・
動
物

■
植
栽
樹
種

マ
タ
タ
ビ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
チ
シ
マ
ザ
ク
ラ
、

エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
、
夕
三
ウ
ツ
ギ
、
カ

ツ
ラ
な
ど
５‐
種
類

■
自
生
樹
種

ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
バ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、

ハ
ル
エ
レ
な
ど
１３
種
類

■
生
息
動
物

エ
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
モ
モ
ン
ガ
な
ど
９
科
１４
種

類
の
ほ
乳
類
や
、
シ
ギ
科
、
ヒ
タ
キ
科
な
ど

２１
科
４‐
種
類
の
鳥
類

▲シラカ/ のヽ自生地も

散策できる
▲やすらぎの場となる

“
せせらぎと池

"
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～四幹裡1軽葬使い~―
鮮やかに～

町
が
現
在
進
め
て
い
る

「
ス

ト
ー
リ
ー
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

計
画
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど

新
し
い
名
刺
の
台
紙
を
作
成
し
ま

し
た
。

こ
の
名
刺
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
①

町
花
の
ハ
マ
ナ
ス
②
緑
濃
い
放
牧

風
景
③
基
幹
産
業
の
秋
サ
ケ
④
国

後
島
の
前
面
を
埋
め

つ
く
す
流
氷

な
と
、
郷
上
の
四
季
を
感
じ
さ
せ

る
カ
ラ
ー
写
真
を
使
用
。
さ
ら
に
本
町

の
顔
と
な

っ
た
⑤
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
、

東
の
空
を
赤
く
染
め
る
⑥
夜
明
け
の
写

真
を
加
え
、
六
種
類
の
図
柄
が

一
組
に

な

っ
て
い
ま
す
。
町
で
は

「名
刺
自
体

に
も
郷
上
の
四
季
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー

が
あ
り
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
る
」
と
、
期

待
し
て
い
ま
す
。

台
紙
の
価
格
は
、
百
こ
十
枚

一
セ
ッ

ト
で
五
百
円
。
希
望
者
は
、
役
場
企
画

振
興

課

　

ａ
２
１

２

１
３
１
内

線

ま
で
。

六
月
二
十
六
日
、
第
十
六
回
の
東
京

標
津
会

（西
浮
章
二
会
長

・
会
員
三
百

九
人
）
の
総
会
が
、
東
京
都
渋
谷
区
の

東
急
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
の
相
互
の
親
陸
と
郷
土

″し
べ

つ
″
と
の
密
接
な
情
報
交
換
を
行
い
、

本
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的

に
発
足
し
た
同
会
。
今
年
も
約
百
五
十

人
の
愛
郷
者
が
参
集
し
ま
し
た
。

地
元
か
ら
、
小
田
桐
町
長
を
は
じ
め
、

荒
谷
議
会
議
長
、
鈴
木
漁
協
組
合
長
、
農

協
、
商
工
会
の
代
表
な
ど
、
関
係
者
が

総
会
に
出
席
。
会
場
で
は
し
べ
つ
の
特

産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
の

味
覚
を
手
に
、
懐
か
し
い
昔
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

一東京標津会

総会開催される一

東
京
標
津
会
会
員
の
み
な
さ
ん

（
頓

　 〈
ム
の
席

で
）

総会であいさつする

小日桐町長

腫熙窪識続tJ繋

1 蘊ツ ジツ l

1機郷1塞i轟i釜

郷土の四季をイメージした新しい名刺の台紙

洗
剤
や
タ
オ
ル
な
ど
を
入
所
者
に
手

渡
す
同
婦
人
部

（右
）

七
月
十
五
日
、
標
津
漁
協
婦
人
部

（新

川
洋
子
部
長
）
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
ま
な
す
苑
と
標
津
病
院
を
訪
れ
、

洗
剤
や
タ
オ
ル
、
テ
イ
ッ
シ
ュ
な
ど
の

日
用
品
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

同
婦
人
部
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

の

一
環
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
お
り
、

新
川
部
長
は

「今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

す
。

日用品を寄贈

―漁協婦人部一



目□回闘目

佼
挟
髄
馨

にぎやあHこ

テ■:韓

「標器鍛!祭」

ドFLAME～ 情熱
"

一北標津中―

役場庁舎前の花壇にマリーヨールド
の苗木を植える生徒

韻
柵
端
程
橋
毬

六
月
二
十
三
日
、
北
標
津
中
学
校

（中

山
博
郎
校
長
）
の
生
徒
と
先
生
八
人
が
、

役
場
庁
舎
前
と
総
合
体
育
館
前
の
花
壇

に
花
の
苗
、
約
四
百
本
を
植
え
ま
し
た
。

こ
の
花
の
苗
の
植
栽
は
、
同
校
が
十

年
ほ
ど
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
中
山

校
長
は

「
生
徒
た
ち
の
緑
化
思
想
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
の
環

境
づ
く
り
を
通
し
て
奉
仕
の
心
を
育
て

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行

っ
て
い
る
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
植
え
た
苗
は
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
、
金
せ
ん
花
、
金
れ
ん
花
、
菊
の
五

種
類
の
花
。
生
徒
た
ち
が
三
月
下
旬
か

ら
同
校
の
ビ

ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
で
大
切
に

育
て
た
も
の
で
す
。

花

は
今

が
ち

ょ
う
ど
見
ご
ろ
で
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

四
十
二
回
目
を
迎
え
た
標
津
高
校

（内
回
政
明
校
長
）
の

「標
高
祭
」
が
、

七
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
ま
で
の
三
日

間
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

今

年

の
標

高

祭

の

テ

ー

マ
は

、

「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｅ
～
情
熱
」
。
心
の
奥
に
あ

る
情
熱
を
爆
発
さ
せ
、
輝
け
と
い
う
意

味
。初

日
の
十
六
日
は
、
市
街
を
練
り
歩

く
仮
装
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
西
遊
記
、

デ
ィ
ズ

ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
フ
ラ
メ
ン
コ

な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
仮
装
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

二
日
、
三
日
目
は
、
，硬
内
で
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
会
が
行
わ
れ
、
紅
白
歌
合
戦
や

バ
ン
ド
演
奏
会
の
ほ
か
、
生
徒
目
作
の

ビ
デ
オ
上
映
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
利
用

し
て
つ
く
ら
れ
た
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
も

あ
る
プ
ラ
ネ
ク
リ
ウ
ム
の
展
示
会
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

断墨Jあ:晶:欝線i働熱卵に

|]督慮S培|!ド

樹

サlHと中生徒が古紙・空きびん回収
市街を練り歩いた仮装パレード

古|ヘ

た
く
さ
ん
の
古
紙
を
回
収
す
る
生
徒
た
ち

「資
源
を
大
切
に
」
と
、
七
月
九
日
川

北
中
学
校

（原
恰
男
校
長
）
生
徒
の
内
、

四
十
五
人
が
、
川
北
市
街
を
対
象
に
古

紙
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
空
き
瓶
な
ど
の
回

収
を
行
い
ま
し
た
。

二
時
間
あ
ま
り
で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

三
台
分
ほ
ど
が
集
め
ら
れ
、
さ

っ
そ
く

回
収
業
者
に
引
き
取

っ
て
も
ら
い
ま
し

工た
。今

回
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
参
加
し

た
生
徒
の

一
人
は
、
口
」
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
雑
誌
や
新
聞
紙
が
出
る
ん
だ
ね
」

と
、
び

っ
く
り
。
こ
れ
か
ら
も
限
ら
れ

た
資
源
を
大
切
に
す
る
た
め
、
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
と
学
校
側
で
は
話
し
て
い
ま
す
。



目□回闘国

笑顔であいさつ

オアシス運動標語入賞作品決定
～応募総数 645点 ～

「広
め
よ
う
、
笑
顔
で
あ
い
さ

つ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
町
教
育
委
員
会
と
健
全

な
青
少
年
を
育

て
る
標
津
町
民

の
会

（三
戸
俊
雄
会
長
）
が
推
進
し
て
い
る
、

オ
ア
シ
ス
運
動
の
平
成
六
年
度
標
語
入

賞
作
品
の
表
彰
式
が
七
月
十
九
日
、
町

中
央
公
民
館
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
六
百
四
十
五
点
。
入
賞

作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【小
学
生
の
部
】

「
お
は
よ
う
と
、
み
ん
な
に
っ
こ
り
、
げ

ん
き
な
子
」標
津
小
二
年

・
山
口
　
恵
利

【中
学
の
部
】

「
よ
る
こ
び
は
、
わ
ず
か
な
勇
気
と
、
一言

葉
か
ら
」
川
北
中
三
年

・
佐
藤
　
友
美

【高
校

。
一
般
の
部
】

「
オ
ア
シ
ス
は
、
街
を
つ
く
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
」上
古
多
糠
小
教
諭

・
込
堂
　
敏
安

※
な
お
、
入
賞
作
品
は
後
日
、
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
関
係
機
関
に
配
付
し
、

Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

□②
②
②
Ｏ
運
動

②
お
は
よ
う
　
②
あ
り
が
と
う

②
し
つ
れ
い
し
ま
す
　
④
す
　
】せ
ん

三
戸
会
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け
取
る
山
□
さ
ん

お
年
寄
り
や
身
障
者
な
ど

八
十
八
人
が
参
加

七
月
四
日
、
標
津
娯
楽
セ
ン
タ
Ｉ

Ｑ
込

藤
稔
社
長
）
の
ご
好
意
に
よ
り
、
恒
例

と
な

っ
た
第
十
四
回
目
の
親
陸
パ
チ
ン

コ
大
会

（町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
の
は
、
お
年
寄
り
や
身
障

者
、
母
子
父
子
の
方
々
八
十
八
人
。

パ
チ
ン
コ
を
楽
し
む
参
加
者

い
第3弾
"

優
勝
は

一
万
三
千
七

十
二
発
の
玉
を
出
し
た

松
崎

こ
ゆ
き
さ
ん

（薫

別
）
で
、
参
加
者
は
楽
し

い

一
日
を
過
ご
し
ま
し

ちた
。

標
津
お
や
こ
劇
場

（椎
久
真
理
子
代

表
）
主
催
の
第
二
弾
、
「む
か
し
話
の
世

界
」
劇
団
さ

っ
ぽ
ろ
公
演
が
、
七
月
十

七
日
午
前
十

一
時
と
午
後
二
時
の
二
回
、

川
北
公
民
館
で
開
か
れ
、
親
子
連
れ
な

ど
百
五
十
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
、
こ
の
辺
で
は
珍
し
い

迫
力
あ
る
演
劇
に
く
ぎ
づ
け
。
む
か
し

話
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
興
味
深
げ
に

真
剣
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
会
場
設
営
や
後
片
づ
け

な
ど
一異
方
さ
ん
で
が
ん
ば

っ
た
の
が
標

津
中
と
川
北
中
の
生
徒
二
十
五
人
。
演

劇
終
了
後
に
は
、
同
劇
団
の
四
人
と
交

流
会
も
行
わ
れ
、
全
員
の
自
己
紹
介
の

あ
と

「
ど
の
位
の
期
間
で
セ
リ
フ
や
動

作
を
覚
え
る
の
？
」
「年
齢
は
？
」
な
ど

の
質
問
が
飛
び
交
い
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
最
後
に
生
徒
た
ち
と
同
劇
団

の
再
会
を
約
束
し
ま
し
た
。

ざ
評
lHttLI確空E劇1目離轟打儲:日鞘あ込J△還|

親子連れ 15①人が演濠」を楽しむ

演濠」にくぎづけの子供たち

醒
6



目□回団目
夏
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
の
八
月

十
五
日
、
町
安
全
協
会

（疋
田
敏

一
会

長
）
と
町
は
警
察
の
協
力
を
得
て
、
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
前
の
国
道
沿
い
で
、

発
剛
啓
発
頭

通一父
街
動

「安全運転 でね」と

ヽ
　
　
ン

街
頭
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。　
　
．

参
加
し
た
の
は
、
小
田
桐
町
長
を
は

じ
め
、
町
商
工
会
青
年
部
、
婦
人
部
や

老
人
ク
ラ
ブ
、
各
事
業
所
の
職
員
な
ど

四
十
七
人
。

町
商
工
会
婦
人
部
が
真
心
こ
め
て
作

っ
た
交
通
安
全
祈
願
の

″愛
の
鈴
″
や

テ
ィ
ッ
シ

ュ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
、
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
街
頭
啓
発
に
先
立
ち
、
町
商

工
会
青
年
部
の
西
山

一
成
部
長
が
、
「交

通
事
故
撲
滅
の
た
め
、
私
た
ち
企
業
人

は
真
剣
に
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故

防
止
に
努
め
る
」
と
、
交
通
安
全
宣
言

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
向
に
減
ら
な
い
交
通
事
故
。
本
町

で
の
事
故
発
生
件
数
は
六
月
末
現
在
で

十
二
件
、
負
傷
者
二
十
五
人
と
昨
年
同

期
と
比
べ
、
五
件
、
十
四
人
の
大
幅
増

と
な

っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
安
全
運
転
で
悲
惨
な
交
通
事

故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

川
北
共
栄
町
の
飯
村
寿
三
さ
ん
宅
庭

の
サ
ク
ラ
の
本
三
本
が
、
真

っ
赤
な
サ

サクランボが

一川北・飯村さん宅一

財撻め1ざい

ク
ラ
ン
ボ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
三
十
年

ほ
ど
前
に
、
釧
路
か
ら
苗
木
を
購
入
し
、

実
が
な
り
は
じ
め
て
以
来
毎
年
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
が
な

っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

こ
の
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
本
の
苗
は
、
植
木

屋
さ
ん
な
ど
で
売

っ
て
お
り
、
「標
津
で

も
十
分
育
ち
、
必
ず
実
が
な
る
」
「町
内

の
公
園
に
も
植
え
れ
ば
、
子
供
た
ち
も

喜
ぶ
は
ず
」
と
、
飯
村
さ
ん
は
話
し
て

い
ま
す
。

永井(所ぐ激)さんちの
き

な

ス
晦
勇 くん
(H5。8.27生 )

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/51.5cm

体重/3,7609

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/75.Ocm

休重/11.5k9

お母さんからひと言

「いつもいたずらばかりして、きか

ん坊の勇気は、元気でとても体格がい

いんです。

将来は、まじめでだれからも好かれ

る明るい男の子に育つてはしいです

ね。」

曙 町 0

お
い
し
そ
う
な
サ
ク
ラ
ン
ボ

が
な
る
飯
村
さ
ん
宅
の
庭
木



自分たちのまち

と

●
生
ま
れ
／
江
差
町

（桧
山
）
●
前
住
所
／
横
浜
市

●
平
成
２
年
４
月
標
津
町
民
と
な
る

０
前
勤
務
先
／
横
浜
市
の
民
間
機
械
メ
ー
カ
ー

―
―

″
し
べ
つ
″
に
住
む
前

の

〃
し
べ

つ
″
と
は
、
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
の
ま
ち

で
し
た
か
？

廣
原
　
知
床
や
ト
ド

ワ
ラ

ヘ
の
通
過
点

の
ま
ち
。
一高
校
が
釧
路
だ

っ
た
の
で
、

サ
ケ
の
ま
ち
と
言
う

こ
と
は
知

っ
て
い

ま
し
た
。

新
田
　
し

べ

つ
に
限

ら
ず
根
室
地
方

は
、
水
産
資
源
が
豊
富
◇
特

に
し
べ
つ

は
、
サ
ケ
の
水
揚
げ
日
本

一
と
知

っ
て

い
ま
し
た
。

“々
〓
キ
■
車
子
章
■
革
革
“
干
１
，…
…
チ
子
，！！！！！“

―
―
実
際
に
住
ん
で
み
て
、
ど
う
で
す

か
？

慶
原
　
横
浜
か
ら
来
た
せ
い
も
あ
り
ま

す
が
、
す
ご
く
さ
み
し
い
ま
ち
だ
と
思

っ
た
の
が
第

一
印
象
で
す
。

実
際
に
住
ん
で
み
て
、
本
州
で
は
考

え
ら
れ
な
い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
生

活
す
る
上
で
は
、
暮
ら
し
や
す
い
で
す

ね
。
た
だ
、
商
店

の
数
が
少
な
い
か

な
？

）

新
田
　
き
れ
い
な
川
、
山
な
ど
の
自
然

に
恵
ま
れ
、
大
好
き
な
釣
り
も
で
き
て
、

私
は
好
き
な
ま
ち
で
す
。

―
―
祭
り
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
す

か
？

廣
原
　
港
ま

つ
り
の
パ
レ
ー
ド
で
は
、

こ
ん
な
に
し
べ
つ
に
人
が
い
た
の
か
な

ァ
…
と
思

っ
た
ほ
ど
、
に
ぎ
や
か
だ

っ

た
の
に
び

っ
く
り
。
意
外
に
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
す
ね
。

欲
を
言
え
ば
、
し
べ
つ
独
自
の
趣
向

を
凝
ら
し
た
、
ま

つ
り
に
し
た
い
も
の

で
す
ね
。

新
田
　
以
前
住
ん
で
い
た
枝
幸
町
も
こ

こ
と
同
じ
よ
う
な
人
口
規
模

で
す
が
、

ま

つ
り
を
比
較
し
て
も
内
容
や
規
模
も

同
じ
よ
う
な
こ
と
が
言
え
ま
す
ね
。

―
―
観
光
に
関
し
て
は
ど
う
思
い
ま
す

か
？

◆今回インタビューに

答えてくれたのは…

『慶原 正 康』さん

『新田 尚』さんです。

摩衰摺整繰覇義
区水産技
咽

矢口づ“ るヽようで巨亜数回らない

慶 原 さん (36)



●
生
ま
れ
／
枝
幸
町

（網
走
）
●
前
住
所
／
同
上

●
平
成
３
年
５
月
標
津
町
民
と
な
る

０
前
勤
務
先
／
枝
幸
町
漁
協

ヤ

ら
」
で
は
あ
ま
り
に
も
さ
び
し
い
気
が

し
ま
す
。
　
″し
べ
つ
″
な
ら
で
は
の
、

う
ま
い
も
の
を
食
べ
さ
せ
る
お
店
が
あ

れ
ば
と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
お
店
が
あ
る
と
、
お
客
さ
ん
が

来
た
時
で
も
助
か
り
ま
す
ね
。

度
原
　
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
は
、
す
ご

い
で
す
ね
。
サ
ケ
を
釣
る
な
ん
て
、
考

え
ら
れ
な
か

っ
た
。
も

っ
と
も

っ
と

Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
す
ね
。

そ
れ
か
ら
、
し
べ
つ
に
は
川
北
と
薫

別
に
す
ば
ら
し
い
秘
湯
が
あ
り
ま
す
。

川
北
は
看
板
が
あ

っ
て
わ
か
り
ま
す

が
、
薫
別
は
な
に
も
な
く
、
わ
か
り
に

く
い
。
町
と
し
て
は
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
に
行
く
人

が
い
る
の
だ
か
ら
、
簡
単
な
案
内
板
が

ほ
し
い
で
す
ね
。
口
で
言

っ
て
も
説
明

で
き
な
い
も
の
で
す
か
ら
…
。

そ
の
反
面
、
特
産
品
の
開
発
が
遅
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

食
文
化
の
充
実
を
図
り
た
い
も
の
で

す
。

―
―
最
後
に

一
言
ど
う
ぞ
。

新
田
　
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
教
え
て
も
ら
い
、
感
謝
し
て

い
ま
す
。

今
後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

庚
原
　
私
た
ち
は
転
勤
族
で
す
が
、
こ

の

″し
べ
つ
″
に
い
る
間
に
、
何
か
お

役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思

っ
て

い
ま
す
。

水
産
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
面
で
・名

―
―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

外から見た`しべつ、は…?

田 さん (32)

顛鞭鞭譲韓一↓」巾”やヤ

新
田
　
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
と
し
べ
つ
の

自
然
を
う
ま
く
ド

ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
観

光
を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら

「国
後
島
の
見
え
る
町
」
を

も

っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
…
。

慶
原
　
私
も
同
じ
よ
う
な
意
見

で
す

が
、
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
を
メ
イ
ン
に
、
自

然
を
見
せ
る
こ
と
か
な
。
国
後
島
も
こ

ん
な
近
く
に
見
え
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ

を
全
面
に
押
し
出
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う

カ
い
ろ
い
ろ
と
知
恵
を
出
し
合
え
ば
、

通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観
光
に
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

加緊
一一鱗
繋
翻
闘
騨

新
田
　
カ
レ
イ
釣
り
な
ど

の
人

口
が

年
々
増
え
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

こ
の
こ
と
を
う
ま
く
生
か
せ
な
い
も

の
か
。
釣

っ
た
あ
と
、
「
ハ
イ
、
さ
よ
な

―
―
水
産
に
関
し
て
は
？

康
原
　
水
産
物
の
水
揚
げ
に
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

タ一一一一一一，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，！，一一一一一一，一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

“
慶

原

！贖
一岬一勅一一一一一一一一！一一一！一一吻

このコーナーの登場人物を募集し

ています。

自薦他薦を問いません。

一連絡先一

役場広報統計係
査2-2131内 線 110



去
る
七
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で
、
根

室
管
内

一
市
四
町
の
事
業
と
し
て
北
方

四
島
の
国
後
島
と
色
丹
島
を
訪
問
し
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、
三
年
目
を
迎
え
る
北

方
四
島
と
の
ビ
ザ

（査
証
）
な
し
交
流

事
業
を
、
は
じ
め
て
管
内
主
催

（北
方

領
土
隣
接
地
域
根
室
管
内
市
町
連
絡
協

議
会

・
大
矢
根
室
市
長
会
長
）
で
行

っ

た
も
の
で
す
。

団
員
は
、
大
失
根
室
市
長
を
団
長
に

四
十
八
人
が
参
加
。
本
町
か
ら
は
、
後

藤

一
郎
商
工
会
長

（副
団
長
）
、
笹
木
道

雄
農
協
副
組
合
長
な
ど
四
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

途
中
、
天
候
不
順
に
よ
り
、
当
初
予

定
し
て
い
た
択
捉
島

へ
の
上
陸
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
後
、
色
丹
の
手

つ
か
ず
の
自
然
と
対
話
、
ホ
ー
ム
ス
テ

ィ
な
ど
で
ロ
シ
ア
の
人
々
の
あ
た
た
か

い
人
柄
に
触
れ
、
す
ば
ら
し
い
訪
間
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訪
間
の
感
想
を
副
団
長
の
後

藤
商
工
会
長
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

後
藤

一
郎
商
工
会
長

心
品
錨̈
“描
灘̈
”る

あ
．総
器
靭
冊
歓
迎

当
初
三
島
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
し
た
が
、
択
捉
島
は
悪
天
候
で

渡
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
。

北
方
四
島
に

一
番
近
い
根
室
管
内
の

住
民
の
訪
問
団
と
い
う
こ
と
で
、
あ
た

た
か
い
歓
迎
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

様
霊
鶴
態
囲
一が

都
絡̈
“選
榊̈
た

対
話
集
会
の
中
で
は
、
領
土
問
題
に

否
定
的
な
考
え
、
ま
た
平
莉
…
抑
締
結

北方四島を

訪問 した
“
後藤商工会長

を
叫
ぶ
声
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ

っ
た

よ
う
で
す
。
日
本
に
対
し
て
親
和
を
求

め
る
声
な
ど
も
多
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
，強
一諜
終
な
く
、

島
あ
閣
顕
一繋
田
流
出

が
起
き
……鷲
臨
．容

漁
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
が
昨
年
か

ら
稼
働
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
労
働
者

へ
の
給
与
は
遅
配
さ
れ
、
島
か
ら
人
口

流
出
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、

生
活
は
決
し
て
楽
で
な
い
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。

国
後
島
古
釜
布

（
フ
ル
カ
マ
ッ
プ
）
で

歓
迎
す
る
子
供
た
ち

(富」
軋
団 長)に 聞く

"

北方四島との

ビザなし交流事業…

北方領土問題の平和的解決を目的とし

て、日□相互の交流、ふれあいの中から、

その雰囲気づくり、環境づくりを図るも

の。

平成4年 から実施、今年で3年 目を迎

えます。

南
ク
リ
ル
地
区
行
政
府
で
の
歓
迎
夕
食

会
の
席
で

（後
藤
さ
ん

。
左
上
）

層
を
入
れ
て
い
く
こ
と
も
、
ま
た
違

っ

た
交
流
が
広
が

っ
て
行
く
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
同
じ
人

が
三
度
三
度
と
訪
問
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
で
す
が
、
た
い
へ
ん
良
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
。

国
後
島
の
材
木
岩

今
後
め
踏
・ザ
な
し
交

！一“一̈”一一一一一̈“，一一，，̈̈̈
，ヤ，，，ヤ“，，，，
一す一一一，一”̈””

！艦
総
岬
代
が

流
t ま1 ,
1■|ドH

交
流
を
，廊
ば
で
…

そ
の
中
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
家
庭
の

も
て
な
し
は
、
本
当
に
心
あ
た
た
ま
る

も
の
で
し
た
。
手
料
理
で
迎
え
て
く
れ
、

色
丹
島
で
は
、
自
前
の
サ
ウ
ナ
に
入
れ

て
い
た
だ
き
、
ウ
オ
ッ
カ
を
酌
み
交
わ

し
、
国
境
を
越
え
た
人
の
や
さ
し
さ
を

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
関
し

て
は
、
訪
問
団
員
の
人
選
で
若
い
年
代

）

10
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― LESSON 4-

ズ ドラーストヴィチェ (こんにちは) !

いよいよ9月 にロシア人訪問団を迎えることと

なりました。

まちで会ったら気軽に声をかけてくださいね。

私

あなた

私は～したい 営x盆え
ユ~～

〈本．ツ
ジ
ユ
さ
ん

山本 瑞 恵さん(20)
―特別養護老人ホームはまなす苑勤務一

「おいしい家庭的な食事を」
(入所者へ)

レ昭和48年 滝川市生まれ。A型 、射手座。

レ北海道来養短期大学卒業後、今年4月 に来養士として同苑に。

レ仕事では入所者一人ひとりに合わせた献立に、しヽつも頭を悩ます

と言う。

「来養のバランスを考え、おいしい家庭的な食事を」と、話す彼女。

レ趣昧はドライヲ。運転はまだ未熟だが、「近々、友達と札幌ヘドラ

イフに行くんですよ」と、さわやかな笑顔を見せてくれました。

十
Я
労
ＢＬ‐

お茶

飲む

食べる

チャィ
■arI.

ピーチ
IIttTЬ

イェステ
ecTЬ .

体
の
弱
い
お
年
寄
り
や
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
の
方
々
を
対
象
に
、
リ
フ
ト

付
き
バ
ス
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（は
ま
な
す
苑
併
設
）
へ
通
所
し
て
い
た

だ
き
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
や
入
浴
、
食
事

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
に
よ

り
、
日
常
生
活
の
自
立
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。材

………！…！……！！！，―‐‐‐‐‐―――‐…―……ｉ………………………騨綜搬械容

●
生
活
指
導
…

利
用
者
及
び
家
庭
か
ら
の
生
活
、
医

療
、
福
祉
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
助

言
を
し
ま
す
。

●
日
常
動
作
訓
練
…

日
常
生
活
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で
簡
単
な
動
作
訓
練
を
し
ま
す
。

●
養
護
…

趣
味
、
娯
楽
、
講
座
な
ど
を
通
じ
て
、

利
用
者
相
互
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク
…

血
圧
測
定
、
検
温
な
ど
の
健
康
相
談

を
実
施
し
ま
す
。

●
介
護
者
教
室
…

介
護
に
当

っ
て
い
る
家
族
な
ど
を
対

象
に
介
護
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の

教
室
を
開
き
ま
す
。

●
入
浴
サ
ー
ビ
ス
…

車
イ
ス
利
用
者
や

一
人
で
入
浴
す
る

こ
と
が
困
難
な
方
も
、
介
助
員
が
お

手
伝
い
し
て
入
浴
で
き
ま
す
。

●
給
食
サ
ー
ビ
ス
…

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
、
体
の

状
態
に
適
し
た
食
事
を
提
供
し
ま
す
。

●
利
用
料
…

一
日
三
百
円

私は、お茶をャハチューピーチチヤイ
飲みたい。  月 xo,y lttTL Ha'.

い繋
鞠
灘
端
網
一一熙
肥

― 標 準 的 な 日 課―

15:00
!
16:30

４

　
　
０

４

　
　
５

３

　
　
４

３

　

４

12,30
!
13:30

12:00
!
12:30

10:35
!
12:00

利
用
者

の
送
り

帰
り
の
会

帰
宅
準
備

娯
楽
の
時
間

日
常
動
作
訓
練

老
人
体
操

休
　
息

食

事

入
浴
健
康
チ
ェ
ッ
ク

朝
の
会

利
用
者
の
迎
え



ふ畠轟窃掛ップレ4く

1難轟鋤,溢議金升
講緋搬ぽ晋
″
T7年

～おはようマラツン～

大沼 幸 一さん仔1)
=本  町 =

『子
ど
も
に
は
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
。

何
事
も
や
り
と
げ
る

「心
と
体
」
を

鍛
え
な
く
て
は
…
』

毎
朝
六
時
三
十
分
に
な
る
と
、
中
央

公
民
館
前
に
子
ど
も
か
ら
大
人
の
三
十

人
あ
ま
り
が

「お
は
よ
う
」
の
あ
い
さ

つ
と
と
も
に
集
ま

っ
て
く
る
。

ま
ず
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
が
始
ま
る
。

つ
づ
い
て
、
自
分
た
ち
の
体
力
に
合
わ

せ
た
マ
ラ
ソ
ン
で
汗
を
流
す
。
日
曜
日

と
雨
天
を
除
く
四
月
か
ら
十
月
ま
で
の

間
、
十
七
年
間
も
続
い
て
い
る
の
が
こ

の

「お
は
よ
う
マ
ラ
ソ
ン
」
。
こ
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
の
お
は
よ
う

マ
ラ
ソ

ン
を
発
足
当
時
か
ら
、
支
え
て
い
る
の

が
大
沼
さ
ん
。

マ
ラ
ソ
ン
を
始
め
た
き

っ
か
け
を
聞

く
と
、
「健
康
の
た
め
」
と
言
う
が
、
も

う

一
つ
の
理
由
が
あ

っ
た
。

当
時
、
全
国
的
に
青
少
年
の
健
全
育

成
が
叫
ば
れ
て
お
り
、
役
場
を
定
年
退

職
し
た
大
沼
さ
ん
が
、
嘱
託
員
と
し
て

公
民
館
に
勤
務
し
て
い
た
。
『子
ど
も
た

ち
に
は
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
。
何
事
も

や
り
と
げ
る

「心
と
体
」
を
鍛
え
な
く

て
は
…
』
と
子
ど
も
に
目
が
い
っ
た
こ

と
も
始
め
た
き

っ
か
け
で
も
あ

っ
た
。

以
来
、
早
い
も
の
で
十
七
年
間
も
経

っ
た
。
そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
た

ち
を
見
て
き
た
。
フ
」
の
マ
ラ
ソ
ン
に
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
み
ん
な
精
神

力
が
あ

っ
て
、
ま
じ
め
な
子
が
ほ
と
ん

ど
」
と
自
慢
す
る
。

今
の
子
ど
も
た
ち
は

「
自
主
的
な
行

今
日
も
元
気
に
子
ど
も
た
ち
と
走
り
続
け
る

大
沼
さ
ん）

動
が
で
き
な
い
。
だ
れ
か
に
指
図
さ
れ

な
い
と
何
も
で
き
ず
、
管
理
社
会
の
中

に
埋
も
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
」
亘

人
ぼ

っ
ち
の
中
で
自
分
と
の
戦
い
を
し
、
精

神
力
を
養
う
こ
と
も
必
要
」
と
、

了
フ

ソ
ン
の
意
義
を
力
説
す
る
。

さ
わ
や
か
な
新
緑
の
季
節
、
親
子
が

一
緒
に
走

っ
て
い
る
光
景
を
見
る
と
、

「
な
ん
と
も
言
え
ず
、
い
い
ん
だ
よ
な

ぁ
―
。
こ
の
子
た
ち
は
き

っ
と
伸
び
伸

び
と
育

つ
だ
ろ
う
な
」
と
感
激
に
ひ
た

る
と
言
う
。

年
間

一
〇
〇
日
達
成
し
た
子
ど
も
に
、

大
沼
さ
ん
か
ら
認
定
書
を
手
渡
す
。
「
よ

く
が
ん
ば

っ
た
な
」
と
、　
三
言
。

「
そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

が
た
ま
ら
な
い
」
と
思
わ
ず
顔
が

ほ
こ
ろ
ぶ
。

「
継
続

は
力
な
り
」
を

モ

ッ

ト
ー
に
し
て
い
る
大
沼
さ
ん
。

言
葉
で
言
う
の
は
簡
単
だ
が
、
実

行
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。

体
の
動
く
限
り
、
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き
た
い
と
話
す
。

と
て
も
七
十

一
才
と
は
思
え
な

い
肌
の
つ
や
。
健
康
そ
の
も
の

だ
。明

日
も
ま
た
、
元
気
な
子
ど

も
た
ち
と
走
り
続
け
る
大
沼
さ

ん
の
目
は
輝
い
て
い
る
。
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圃棚田柵□陥回訓レ図1

酪農家と地域住民が一同に集い、地元

の牛肉を大食し、ゲームを楽しみながら

親陸を深めるため、
'94標
津デーリィーフ

ェスティバルを開催します。たくさんの

1町民の方々のおこしをお待ちしていま

す。

■日時

8月 21日 (日)10時 30分 ～14時 30分

※牛肉大食会…11時～13時 30分

・大人一人 1,500円で牛肉食べ放題 ・

ビール ・ジュース飲み放題

■場所

標津農協 ミルクローリー車庫前

(川北スケー トリンク横)

■J二な催し

・企日本デーリィーパワー選手権大会・

生さがし,売店 (牛肉原価販売 ・リサ

イクルショップ…)ほ か、楽しいコー

ナーや作としがいっぱい。

※詳しくは、」A標 津 (65-2141)ま

たは、役場農林課 (a内 線 214)へ 。

1諫iガ釜が
■実施期間 8月 1日～9月 30日

■実施地域 町 全域

■実施方法 捕 獲及び薬殺、銃器

■犬の正しい飼い方

・絶対に放し飼いにしないで鎖につなぐ

か、おりで飼うこと。

・犬の飼育場所は、フンや尿で汚れないょ

う、常に清潔に。

・毎日運動をさせましょう。

白樺斎場 (中標津町字俵橋)火 葬炉の

老朽化に伴い、今年度改修工事を行いま

すので、8月29日から9月30日までの間、

自樺斎場が使用できなくなります。

その間、住民の皆さまにはたいへんご

迷惑をおかけしますが、別海斎場 (別海

町中西別)を ご使用いただくこととなり

ますのでご協力をお願いします。

一役場住民課―

■株式会社の資本金は、1,000万円以上

であることが必要です。

■有限会社の資本金は、300万 円以上で

あることが必要です。

この最低資本金を満たしていない株式

会社と有限会社は、平成8年 3月 31日 ま

でに増資等によって最低資本金を満たす

必要があります。

期日までに最低資本金を満たしていな

い会社は解散したものとみなされます。

手続きに相当期間を要する場合もありま

すので、早めに準備を進める必要があゲ
ヤ

ます。

※詳しくは、9‖路地方法務局標津出張

曰,(をヽ 2-2353)ハ 、。

翠政影ごぼ纂

憩
譜
翻
懇
繭
窃
”鞘
一一岬
一麒紬！柵雌一珊一一朋冊！冊冊盟鰐

お誕生おめでとう

お な ま え 住  所 保 護 者

力B瀬 夢 子ちやん 鳩ケ丘町 わ0 瀬 智 則

中武  彩 ちやん 弥 宋 町 中 武 悪 昭

山田 圭 大くん 忠  類 山 日 利 港

新村 風 佳らゃん 桜ケ丘町 新 村 正 弘

中村 優れちやん 若 車 町 中 村 尚 季

林  侑 汰くん 引ヒサ| |】ヒ 林  誠 一

神肉 優生くん 望ケ丘町 ネ申肉 資子港

加藤 勇 哉くん 桜 木 町 力0 藤 成 手

菅原 琴 首ちやん 新川上町 菅 原 幸 也

渡部 憲和くん 伊 茶 仁 渡 部 裕 一

工藤 岳 斗くん 薫  別 工 藤 不□久

池日 拓 矢くん 望ケ丘町 池 日 隆 宏

おくやみ申し上げます

氏 名 住  所 匂F     歯令

植村美津枝さん 旭  町 52歳

人回のうごき

平成6年7月1日現在

()は 前月比

人 □ 6,860人 (+ 4)

男  3,331人 (+12)

女  3,529人 (- 8)

世帯数 2,322世 帯 (+ 1)

町内の交通事故

7月
( )は 累目十

人身事故   1件 (2件 )

負 傷 者   3人 (14人)

死 亡 者   O人 (2人 )

物損事故  12件 (90件)

死亡事故ゼロの日

1 5 5日 仔ヵ城D

近年、ほとんど見かけなくなったホタ

ルを呼び戻そうと、ホタル愛好会では視

察なども行い研究中です。

最近、町内でホタルを見かけた方は、

同会事務局 (a2-2424標 津地区町内会

連合会内 佐藤俊勝)ま で連絡願います。

最近、真夜中にバイクの暴走運転で、

町民の方から苦情が寄せられています。

このような行為は他人に迷惑をかけま

すので、絶対にやめましょう。

～ 『8月 19日はバイクの日』～

―中標津警察署―

韓i韻t
一■
ド
一

容森i盟総暴総選錨iぷ
1織鱗灘iじ器i遵

寄付あtJ!がとう
ざ 韻 野 ま` し た

●町社会福祉協議会に一聖友標津支所

●はまなす苑に一・漁協職員婦人部 くチ

ェリー会〉(雑巾)・小林理容店 (せっ

けん)
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滅曜陣田隠回柵回職因
医薬品機構)

■相談方法 電 話による相談 (月曜～金

曜・9時～17時)ao3-3506-9457

(東京都千代田区霞が関3-3-2新 霞

が関ビル内)

■相談体制 薬 剤師などの専門員

―厚 生  省 ―

家庭などにあって就職していない看護

職の有資格者、就職してから1年未満の

看護婦を対象に最近における医学、看護

炉関する再教育を実施し、潜在看護力の

再稼働を促進することを目的に 「潜在看

護婦研修会」が次のとおり開催されます。

■開催日・場所

9月 26日～30日 ・錫‖路市総合福祉セン

ター (釧路市旭町8番 1号)

■受講資格

(1)現在就業していない有資格

(保健婦、助産婦、看護婦、准看護婦)

の看護職員。

(2)現在就業しているが、潜在期間があ

って就職後 1年に満たない看護職員

■受講の申込み

北海道看護協会教育課 ・札幌市白石区

_本
通16丁目北6番 1号 ・奮011-861

-3273

※詳しくは、役場保健指導班 (a内線

131)へ 。

16日 (火)〈標津〉

〔9時 30分～10時 30分 /農 改セン

ター〕

※午前の部 10・13カ月児、午後の

部 4・ 7カ月児対象

18日 (木)くナ||】ヒ〉

〔13時30分～14時30分/川 北公民

館〕

※4・7・10・13カ月児対象

■乳児健診

29日 (月)

〔13時～13時30分/役 場2F会議室・

個人通知します〕

■離乳食教室

11日 (木)

〔13時 30分～/農 改センター〕

覇麗戦:圏!縄襲|
分〉
■ 1才 6カ月児健診

30日 (火)

〔9時～10時/役 場 2F会 議室 ・個人

通知します〕

■歯ピカ教室

8 日 ( 月) ・9 日 ( 火)

〔9時 30タン～10‖寺30分、 131寺30分

～14時30分/農 改センター〕

相談 (予約制)

〔10時～16時/役 場相談室〕

■一般健康相談

1 8日 (木)

〔10時 ～11時 30分 /川 北公民館〕

26日 (金)

〔13時 ～16時 /役 場相談室〕

く8月
手,幼児

■乳幼児相談

麟
∞
□
帥阿

第 7回 町長杯ソフトボール大会

ら 14日 (9時 ～標小中グランド)

町パークゴルフ協会設立記念会長杯争

コンペ兼第 3回 町民パークゴルフ大会

ら21日 (9時～望ケ丘パークゴルフ場)

※詳しくは、総合体育館 (a2-3112)

※農改センター…農村環境改善センターの略

曜 日

一般廃棄物収集区域
(祭日は休みです)〈有 料 〉

不燃物収集日
(無  料 〉

月・木
新川上町・若車町・||1上町・来町・

緑町・弥来町・曙町

8月 4日 ・8月18日

9月 8日  (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住吉町 ・東浜町

8月 5日 ・8月19日

9月 9日   (金 )

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別・崎無異・古多糠

8月 3日 ・8月17日

9月 7日  (水 )

☆ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。
｀
        14



■試験期日・場所

平成 6年 9月 18日 ・中標津町役場

■試験区分

一般事務職 (大学卒 ・高校卒)

■試験の種類

(1)筆 記試験

,大学卒～教養 ・論文 ,適性

・高校卒～教養 ・適性 ・作文

(2)面 接試験 (一次試験合格者を対象に

採用予定市町村毎に実施)

■受験資格

・高校卒 (短大 ・専門学校卒含む)～ 昭和

46年 4月 2日～昭和52年 4月 1日まで

に生まれた者

・大学卒～昭和44年 4月 2日～昭和48年

4月 1日 までに生まれた者

■申込受付期間

8月 15日～8月 31日 (願書は、役場総

務課に用意してあります)

※詳 しくは、役場総務課 (a内 線207)

■受付期間

・大学校 9月 1日～9月 13日

・学 校 8 月 1 9 日～9 月2 日

■採用予定者数 ・試験区分

・大学校学生…約 50人 ・保安学校…船舶

運行システム約85人 ・情報システム約

50人 ・海洋科学約 15人

■受験資格

・昭和46年 4月 2日 (大学校学生は昭和

49年 4月 2日 )以 降に生まれた者で高

等学校を卒業 した者、および平成 6年

3月 までに高等学校を卒業見込の者、

または、高等学校卒業と同等と認めら

れる者。

※お問い合わせは、羅日海上保安署

15

(a7-3999)へ 。

北方領土問題の平和的解決を目指し、

3年前から北方四島とのビザ (査証)な し

交流が始まりました。

標津町の今回の受入れは、9月 14日～

16日までとなっており、北方四島在住ロ

シア人35人 が来町します。

今回の訪間は、9月 15日 (敬老の日)

を 「町民との交流の日」とし、ホームビ

ジット、対話集会などを予定しています。

ついては、ホームビジット受入れ家庭

を募集いたします。希望の方は、次に連

絡をお願いします。

■連絡先 :役場総務課北方地域交流推進

係 (a内 線 206)

※ホームビジットーロシア人 5人が、

一般家庭で昼食をはさんで3時間程度交

流 (過ごす)も のです。

力していかなければなりません。

法務局。人権擁護委員協議会では、8月

1日から31日 までを 「いじめ・体罰」を

なくす月間と定め当期間中 「いじめ ・体

罰 110番」を開設 しています。いじめや

体罰と思われることがありましたらお気

軽にご相談ください。

■ 『いじめ ・体罰 110番 』(公01532-

3-4874)釧 路地方法務局根室支局

(根室市弥栄町 1丁 目18番地)

※月間以外でも法務局 。人権擁護委員

は、随時ご相談を受けます。

■私のまちの人権擁護委員    |‐ _メ

・矢吹弘照 )|1北 (65-2056)

・疋田敏一 標 津 (公2-2103)

①周囲に民家や燃えやすいものが無いか

を確認し、広い空き地で行いましょう。

②あらかじめ消火用の水バケツなどを用

意しておき、使用後の花火は水につけ

て完全に消火を。

③子供だけでの花火遊びは危険です。必

ず大人が付添を。

④花火に着火する前に遊び方の説明書を

よく読み、花火の特徴を充分認識し
【ヽャ

た上で行いましょう。

⑤花火が終ったら、後始末を確実に行い

ましょう。

※子供の火遊びが火災原因の上位を占め

ています。マッチやライターなどの点

火器具は、家庭内で充分管理をしまし

ょう。

一標津消防署―

医薬品の効能 ・効果 ・用法 ・容量、高U

作用などの相談に応じます。

■実施主体 許 可法人 医 薬品副作用被

害者救済 ・研究振興調査機構 (略称 :

札幌市やその周辺に居住する標津町出

身者および、標津町所在の学校に在籍し

た方など、本町にゆかりのある方を募集

しています。

～設立総会のご案内～

■日 時 9 月2 日 ・1 8 時より

■場 所  ポ ールスター札幌 (中央区北

4 西 6 )

■連絡先 役 場総務課 (谷01538-2-

2131)ま たは、当別町 ・榊弘利宅 (a

01332-6-2468)ま で。

～お気軽にご相談を～

いじめ・体罰は、児童生徒間で問題と

なっています。人権を侵害するものであ

り、地域社会、関係機関が根絶に向け協

欝譴ナ雪ヨゾト:寵:
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世
の
中
、
常
識
と
か
非
常
識
と
い
う

言
葉
を
よ
く
聞
く
。
常
識
の
あ
る
人
間

は
立
派
で
、
常
識
の
な
い
人
間
は
最
低

と
い
う
見
方
が
世
間

一
般
に
は
あ
る
。

け
れ
ど
、
何
か
常
識
と
い
う
も
の
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す

る
。
も
う

一
度
常
識
と
い
う
も
の
を
自

分
自
身
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

ま
ず
常
識
と
い
う
も
の
は
、
大
体
が
昔

の
人
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
が
こ
こ
ま

で
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
で
も

今
の
常
識
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
意

見
が
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
る
。

昔
と
今
と
で
は
物
価
に
し
ろ
政
治
、

交
通
事
情
な
ど
も
全
然
違
う
。
ど
ん
ど

ん
世
の
中
は
変
わ

っ
て
行
く
、
そ
れ
を

末
ヽャ
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〔アヤメ科〕

が も

ヽ

(川北寿町)
=lal装美堂塗装店勤務=

配§回節
♭猛暑が続いた7月 。この寒い標津に

も、ようやくあつ～い夏がやって来た。

子供たちは、待ちに待った夏休み。

レ自分の子供の頃の夏休みといえば…。

標津の前浜で、毎日のように泳いだも

のだ。泳ぐと少し寒いので、たき火を

しながらジャガイモを焼く。ついでに

昼になると家からナベを持ってきて、

インスタントラーメンをつくって食べ

る。ナベが真っ黒になって、親にしか

られたこともあるが、実に楽しい毎日

ハナショウプの原種の多年車。

根茎は網かく分枝し褐色の布状のものに覆われている。

葉は剣状で直立し中脈が太く隆起する。花茎は菓心から

円柱状で lm内 外の高さに直立し、茎頂に赤紫色の少数花をつける。

外花被片31□は橋円状円筒で基古田ま黄色。内花被片31回は

外花被片と互生 ・直立し、披針形鈍頭で外花被片と同色。峰 工 L_上  E■ ■工 υ 、 Jム yl′ レ 坤 D収 ヽ /11し 撚 ′ 1し 1円 Eう o   辞

海岸線の湿地や水分の多い車原|こ咲く
七屯増辞頭が

守

越揮 域録
い
貯辞紙熱

品韓

供

が

。ヽ
＞

”する。親申中

札

は

旋

ヽ
ど

つ
　
ち
　
ツ」

て

だ

た

ど

さ

昔
の
人
が
言

っ
た
こ
と
に
あ
わ
せ
よ
う

と
し
て
も
無
理
が
生
じ
て
く
る
は
ず
。

で
も
昔
の
人
の
言

っ
た
こ
と
や
行
動
に

も

一
理
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
な
が

識』

『等 せ の

妻熱、常

ら
時
代
の
エ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
も
の
の

考
え
方
を
し
て
行
く
こ
と
が
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
は
必
要
で
は
な
い
か
。

習
慣
と
い
う
の
も
同
じ
で
、
日
本
人

は
特
に
人
と
同
じ
こ
と
を
や
ら
な
い
と

非
常
識
と
か
言
わ
れ
る
こ
と
、

）
る
。

し
か
し
、
人
と
違
う
こ
と
を
や
る
こ

と
に
よ

っ
て
人
生
が
面
白
く
な
り
、
ま

た
幸
せ
が
始
ま
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

人
情
と
い
う
の
も
人
に
か
け
る
こ
と
に

よ

っ
て
何
か
見
返
り
を
欲
し
が
る
の
も

人
間
の
悪
い
癖
で
、
何
か
見
返
り
を
待

っ
て
い
る
か
ら
後
で
腹
が
立

っ
て
く
る

の
で
初
め
か
ら
何
も
期
待
し
な
け
れ
ば

腹
も
立
た
な
い
。

常
識
や
習
慣
と
い
う
の
は

「道
」
と

同
じ
よ
う
な
も
の
で
、
道
を
毎
日
行
く

よ
り
道
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
え

な
い
物
が
目
に
入

っ
て
き
た
り
と
か
、

い
ろ
い
ろ
な
物
に
遭
遇
し
た
り
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
に
出
会
え
る
か
ら
面
白
く

な
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

世
の
中
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
る

よ
り
、　
一
日

一
日
を
楽
し
ん
で
自
分
が

充
実
し
た

一
日
を
過
ご
す
こ
と
の
方
が

大
切
だ
と
思
う
。
自
分
の
常
識
と
い
う

も
の
を
持
ち
、
そ
し
て
行
動
す
る
方
が

ず

っ
と
幸
せ
だ
と
自
分
は
思
う
の
で
す
。

長
々
と
余
り
に
も
自
分
勝
手
な
こ
と

を
書
い
て
し
ま

っ
た
が
、
常
識
と
い
う

言
葉
を
振
り
易
す
こ
と
よ
り
、
た
ま
に

は
良
い
意
味
で
の
非
常
識
に
な
る
こ
と

も
幸
せ
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

◇

※
次

の

「
ま
ち
の
声
」
は
、
仲
屋
さ

ん
が
選
ん
だ
川
北
桜
ケ
丘
町
の
中
村
仁

さ
ん
で
す
。

＝
７
月
２２
日
撮
影
＝

仲屋 忠 幸さん

ヽフ

ポー川史跡自然公園
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